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Ｉ　はじめに

　高知医科大学医学部附属病院では，開院と同時に総合的な医療情報システムIMI S (the Inte-

grated Medical　Information System)を稼動させ種々の業務の電算化を行ってきている。

その中にも看護業務支援システムがあるが，昭和61年３月より，新たに看護の質の向上を目指した病棟

基本，カーデヅクス並びに種々のワークシートの出力等のシステムが追加された。病棟基本とは安静度

や検温・血圧測定等各患者毎の看護度等に合せて看護内容を設定するものである。また，カーデヅクス

作成過程をシステム化したものである。これは，従来の手書きによるカーデヅクスが，その作成に時間

を要していたため，作成時間の短縮，転記による誤記を防止し正しい情報を伝達することを目的として

作成された。カーデックスを利用する目的は，看護計画をすべての看護婦に徹底させ，一貫したケアを

継続させることがあるが，それを達成するためには看護の情報が欠落のない形でカーデヅクスに反映さ

れることが必要である。

　このシステムを開発後，使用してみて病棟基本に入れたケア計画が，カーデックスの週間予定に反映

されないため手書きで追加しており，カーデックスをシステム化した意義が生かされていない状況であ

った。そのため昭和63年１月にプログラムの一部修正を行なったが，さらに今回，その内容を追加し，

検討を加えて，効率の良い看護の実施を目指してプログラムの修正を行なったので報告する。

Ｕ　今迄のカーデックスシステムについて

　「ヵ－デックスには，さまざまな型式があるが一般には，５つの部分を含んだ２枚の用紙からなって

いる。すなわち，①患者に関する基本的な事項，②患者看護に関する基本的な諸条件，③処置・与薬・

注射など，④看護の原則，⑤看護婦が計画する看護」1）である。

　私たちは，看護記録の方法としてＰＯＳ（ＰｒｏｂｌｅｍOriented System)方式をとっており，そ

のため，看護の原則，および問題リフト，初期計画等については別の記録用紙を使用している。従って，

私たちが使用しているカーデックスは，患者に関する基本的事項（氏名，年齢，性別，病名，入院月日，

担当医，担当看護婦など）及び，患者看護に関する基本的な諸条件（検温，血圧測定，安静度，清潔の

方法など）が主であり，さらに特別指示や，ケア計画を加えたもので成り立っている。これらは従来，

印刷された検査処置看護計画表という１枚の用紙の中に，手書きでケアの内容や，疼痛，不眠時等の医

師からの特別指示を転記していた。

　ヵ－テックスシステムはIMI Sのデータペースに入っている患者情報並びに検査予定や手術予定等
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を反映させ，さらに患者毎の看護の基本情報を入力し，それらを統合編集することで作成時間の短縮，

及び転記ミスを防止し，正しい情報を伝達するために作成されたシステムである。づ

　システム化したカーデックスは，２枚の用紙，カーデヅクスＡ，カーデヅクスＢから成りたっている。

カーデックスＡは，患者ケアの基本情報であり，カーデヅクスＢは，週間予定表である。カーデプクス

Ａには，患者に関する基本的な事項として，氏名，年齢，性別，入院月日，診療科，病棟名，担当医，

担当看護婦，食事の状況，ワヅセルマソ反応，ＨＢ抗原を含んでいる。これらは，オソライソ情報より

反映されたものである。また看護に関する基本的な諸条件は病棟基本項目として画面上に表示し患者毎

指示入力する。病棟基本項目は，前もって病棟毎に登録しておく（図１）指示入力は，医師，看護婦い

ずれのメニューからも可能であり必要時いつでも入力，変更ができる安静度について，さらに安静項目

毎に特別に指示したい場合は病棟基本業務の中の病棟抜本安静指示の入力画面より行なうこともできる

（図２）。しかし，病名，手術名，血液型，アレルギ一等については，現時点でもオソライソ出力され

ず，手書きで追加している。また，この他に，特別指示の欄についても，医師側に特別指示についての

入力システムを持っていないため手書き指示書を転記しているのが現状である。

　カーデックスＢについては，１週間分の検査，手術，リハビリテーション，他科受診等の予約情報が

反映される。しかし，カーデックスＡの病棟基本の中で指示したケア計画が，カーデックスＢに反映さ

れていないため，計画したケアの内容を手きで追加しており，まだ十分活用されているとはいえない。
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Ｉ　ケア計画を反映させたカーデックスの作成

　今回，今迄のシステムについて病棟基本の内容と，システム上の問題の２つについて改善を行なった。

現在の病棟基本項目は，全病棟共通ではなく，各科毎の必要項目が登録されているが，その内容につい

て追加・修正を加えた。すなわち，病棟基本指示１とし検温，血圧測定，安静度，清潔等の項目につい

て各科毎に特殊性を持た甘追加，または削除した（図１）。さらに，病棟基本指示２を設け全病棟共通

として今迄手書きで記入していたヶア処置の項目，術後日数等の入力が可能となるようにした（図３）。

ケアの内容については足浴，手浴，口腔内ヶア，陰部洗浄，爪切り，結髪，髭剃り，洗面介助，更衣介

助，朝・タのケアの10項目を入れた。また，処置については，バルソカテーテル交換，ウロガード交換，

気管カニューレ交換，気管内チュブ交換, I VH消毒, I VHルート交換，術前オリエンテーションな

どの14項目を入れた。さらに，退院時指導，食事指導開始等の項目を入れ，また，手術日，分娩日，妊

娠週数を入力することにより，手術後は14日迄，分娩後は７日迄，妊娠週数は分娩までカーデックスＢ

に反映されるようにした。

　また，システム上の問題については，現状システムでは病棟基本指示に入力した内容がカーデヅクス

Ｂに反映され｡ないことが最大の欠点であったため，これを，曜日指定を可能とした病棟基本指示画面に

変更した（図４）。曜日指定の方法は２通りある。まず病棟基本指示画面より必要な項目を選択し，次

の曜日設定画面に移ると，病棟基本指示１の項目と，選択した項目が表示される。この画面で，日曜日

から土曜日まで表示し，実施したい曜日に数字の１を入力する方法と，日曜日から土曜日のどれかに数

字の７を入力する方法である。　１の場合は指定された曜日に，７の場合は毎日実施するものと判断され

て毎日カーデックスＢに反映される。また，病棟基本指示１の項目の中で毎日実施する項目（検温，血
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圧測定，蓄尿，水分出納，安静度等）については基本的にはヵ－デプクスＢには反映させない。どうし

ても反映させたい時には，月曜日～土曜日のいずれかに７を入力すると反映させることができる。これ

は，病棟基本指示のすべての項目を週間予定表に反映させると，項目数が多くなりすぎ，週間予定表が

繁雑になりすぎることを避けるためである。また，コメソト欄には，実施時間や，その他必驀なことを

指示入力し，この内容はカーデプクスＡに反映される（図５）。開始日については特に指定しなければ，
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自動的に当日より開始が表示される。術後日数，妊娠週数，分娩後日数は，ヵ－デヅクスＢの月／日の

下段に反映可能とした（図６）。

　また，今迄のシステムでは，全患者のヵ－デヅクス出力を行なう場合，時間を要していたため，プロ

グラムの修正を行ない，簡単な操作で出力可能とした（図７）。

　　　≪ S! *　カーデックス　Ｂ　，1週問予定）　:::::::::　出力日
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IV　おわりに

　私達は，交替制勤務の中で統一した看護ケアの充実をめざし，カーデヅクスシステムの修正を試みた。

今迄使用してきた，カーデックスＡ，Ｂの最大の欠点であったケア計画をカーデックスＢに反映させた

こと，また，ケア・処置等の項目を追加したことにより，手書きによるケア計画の記入は減少し，実際

に看護ケアに役立つカーデヅクスとして活用でき，その使用の目的をおおむね達成できるようになった。

しかし，まだカーデックスＡの特別指示欄に，医師からの指示をどのように反映させるか，また，カー

デックスＢの出力時間と指示入力時間の差により情報として反映されない場合があることなど，運用上

検討を要する。

　当院では，コソピュータシステムは不可欠のものであるが，看護婦にとっても，看護業務を支援する

ものとして欠くことができない。今後，ますます業務に活用できるシステムを追加開発し，患者看護に

還元できる看護独自のシステムを考えてゆきたい。
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